
血管造影（TACE：肝動脈化学塞栓療法 ・ TAI：肝動脈動注化学療法）を受けられる患者様へ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　患者氏名　     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様　　　　　担当医師：　　　　　　　　　　説明看護師：
   　　　　　    月日　　　

  項目

目標 治療について理解できる

放射線科治療室へ行く時間は ・朝、医師が穿刺部の消毒をします。

　　　　　（　　　　　　：　　　　　　）頃です。

・検査着に着替えます。

・点滴をします。

・緊張をとる筋肉注射をします。 ・朝と夕に抗生剤の点滴があります

・両足の甲の動脈に印を付けます。

・両足にストッキングをはきます。

・ストレッチャーで治療室に行きます。

採血があります。 適宜採血などがあります。 適宜採血などがあります。

病院内は自由です。 診察後に歩行可能になります。 安静制限はありません。 安静制限はありません。

食事制限はありません。 朝食は食べられます。 吐き気がなければ飲水できます。 食事制限はありません。 食事制限はありません。 食事制限はありません。

昼食は絶食です。

シャワーが浴できます。 シャワー浴は午前中に済ませましょう。 体拭きを行います。

シャワー浴ができます。

トイレに行けます。 尿が出る管が入っています。 尿が出る管が入っています。 　　　診察後に尿の管を抜きます。 トイレに行けます。 トイレに行けます。

　　トイレに行けるようになります。

＊状況に応じて予定が変更になる場合があります。ご不明な点がありましたら、お尋ね下さい。 九州がんセンター消化器肝臓内科　　2017年2月改訂

治療開始の1時間前には病室にお戻り
下さい。

／ ／

※血液をサラサラにする薬を服用し
ている方はお知らせください。

３時間後より食事ができます。
（ベッドに寝たままで食事です。）

／

治療後

指示された安静を守り、合併症をおこさない。

／ ／

刺入部に異常がなければ、

初めて歩くときは、看護師が付き添い
ますのでお知らせください。

刺入部に異常がなければ、シャワー浴
ができます。

日時
治療前日 治療当日 治療後１日目 治療後２日目 治療後３日目～

治療前

　治療・薬剤（点
滴・内服）

処置

・朝と夕に抗生剤の点滴があります

点滴があります。
（止血剤・胃薬・抗生剤など）

足の股（穿刺予定部）の剃毛をします。

治療後は、体温・脈拍・血圧などを測
定し、状態を観察します。

医師の診察後に尿の管を抜いて、
検査着から寝衣に着替えます。
歩行可能になります。

・尿の管を入れるので処置室に行く前
は排尿を我慢して下さい。

治療終了後、針を刺したところからの
出血、腰や腹部の痛み、足先の冷た
さ、しびれ、吐き気、尿の出にくさなど
がありましたらお知らせ下さい。

※前立腺肥大や緑内障がある方はお
知らせください。

同意書にサインをして、提出をお願い
します。

医師から治療について説明があります。

食事

清潔

検査
採血、出血時間の検査などがありま
す。

活動・安静度

翌朝までベット上安静です。３時間後
に異常がなければ側臥位や穿刺して
いない方の足は曲げてもいいです。

排泄

治療の時間は人によって差があります
がおおよそ2～3時間程度です

患者様及びご家族
への説明


